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9 時 0 分から 17 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

○季節の行事（お花見、七夕、ハロウィン、クリスマス、お正月、節分など）　　○避難訓練(年2回)
○近隣施設や公共施設、公園へのお出かけ
○食育プログラム(調理実習、外食体験)

（別添資料１）

家族支援

日常生活において、社会資源が足りているか相談を受けたり、アドバイスを行
う。兄弟姉妹間のかかわり方の支援
保護者会の開催 移行支援

ライフステージの切り替え時期を考え地域社会とのかかわりを考え、体験
をおこなったり、情報を提供する。
地域とかかわった日常生活を送れるように支援（例：公共交通機関の利用
練習など）

地域支援・地域連携

他の通所支援事業所との交流
地域連携関連の会議へ参加 職員の質の向上

職員の各種勉強会や研修への参加
希望研修の取得支援あり
支援前にミーティングを行い、その日の支援の内容の共有を行う

支　援　内　容

○健康状態の維持、改善　　　　　　　　来所時の手洗い、うがい、マスク着用の声掛けと健康状態の確認
○生活能力の向上　　　　　　　　　　　身の回りの整理整頓や、使ったものは元に戻すなど生活に必要なスキルの向上を目指します

○集団遊び　　　　　　　　　　　　　　ルールのある遊びを行いながら力加減を学んだり体力の向上を目指します
○感覚遊び　　　　　　　　　　　　　　遊具やボールなどを使用しての粗大遊びや、折り紙やスライム作りなど微細運動を行いながら感覚を感じる活動

本
人
支
援

○時間を意識した行動　　　　　　　　　　来所後、黒板を確認し自分のその日のスケジュールを確認し行動する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学習中、タイマーを使用して時間の感覚を身に着けられるようになる
○特性に応じた学習課題の提供　　　　　　宿題に加えて、個別に用意したプリントやタブレットを使用しての学習を行い、褒められることにより自己肯定感をあげていきます
○適切な距離感を学ぶ　　　　　　　　　　相手との適切な距離感を学ぶために、ボディイメージを意識しながら学んでいきます

○適切なコミュニケーションの獲得　　  小集団での遊びや土曜日などの外出プランを通じて相手や周りの人の立場になって考えることで、社会性を高めます
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不適切な表現や言い方に対して、適切な言葉を伝え、相手の気持ちを考え、行動できるように支援します

○アンガーマネージメントの実施　　   自分の感情との上手な向き合い方や、他児との上手な関係の構築方法を学んで行きます
○自社で行う疑似体験の実施　　　　　 将来の仕事に直結できる内容の作業を行い、自分たちが店員となり接客体験を通じて、社会とのつながりや経験を積み上げています

支援方針

持続可能で質の高いサービスの実現　適切な支援の提供と支援の質の向上
業種間の垣根を超えたチーム作り
学校の後方支援として、情報共有を行いながらその子に合った適切な支援の提供

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 私たちは、真のインクルーシブ社会を実現し、夢や希望そして愛に満ちた未来を創造します。

事業所名 f-labo 作成日支援プログラム（参考様式）


